
キャリアパス⽀援説明会
~公⽴⼤学⼤学院での学修⽀援・経済⽀援・就職⽀援〜

2024年12⽉5⽇
⼤阪公⽴⼤学 ⾼度⼈材育成推進センター

⼤学院⽣・進学予定者向け



・グローバルリーダー育成
留学⽀援制度
（つばさ基⾦海外留学⽀援など）
若⼿研究者海外チャレンジ事業

博士課程学生の支援制度・支援プログラムの内容

・⾼度研究⼈材の育成
・研究専念のための経済的⽀援
・国内外留学⽀援
・国際会議参加⽀援
・研究ネットワーク構築⽀援

・キャリア形成関連授業
（イノベーション創出型研究者養成など）

・トランスファラブルスキル教育
・アントレプレナーシップ教育
・スタートアップ⽀援
・イノベーション教育
・⻑期インターンシップ⽀援
・企業とのインタラクティブマッチング
・メンター制度

キャリアパス開拓・形成⽀援

研究⼒強化⽀援

⼈材育成⽀援 ⼤学院リーディングプログラム

次世代研究者挑戦的研究プログラム
次世代AI⼈材育成プログラム

⽇本学術振興会特別研究員

産学協働イノベーション⼈材育成協議会(C-ENGINE)
⽂科省 ジョブ型研究インターンシップ推進協議会





キャリア教育について
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１．⾃⾝の能⼒・素養
２．研究内容，研究室との相性
３．修⼠＋３年間の年数（社会経験，収⼊，年齢）
４．⽣活費・学費等の経済的な負担
５．学位取得後の就職
６．親からの就職（独⽴）への期待
７．特に不安な要素はない

Q5. 博士後期課程への進学を考えた場合や勧められた場合，不安に思う要素は何ですか？
（複数選択）

N=1599
⼯学：850
⽣命環境：174
理学：269
⼈社：238
総リハ：20
⽣活科学：48

2023年度博⼠前期課程進学者



教育プログラム

優秀な学生を俯瞰力と独創性を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーへと導くため、国内外の第一級の教員・学
生を集結し、産・学・官の参画を得つつ、専門分野の枠を超えて博士課程前期・後期一貫した世界に通用する質の保証された学位
プログラムを構築・展開する大学院教育の抜本的改革を支援し、最高学府に相応しい大学院の形成を推進する事業である。

高度研究人材に向けた支援

博士課程教育リーディングプログラム

研究支援プログラム

次世代研究者挑戦的研究プログラム（支援期間：2021年～ ）

博士後期課程学生による挑戦的・融合的な研究を支援し、優秀な博士人材が様々なキャ
リアで活躍できるように研究力向上や研究者能力の開発を促す。

学位プログラム（５年一貫教育）

次世代AI人材育成プログラム（支援期間：2024年～2028年）

緊急性の高い国家戦略分野として、AI分野及びAI分野における新興・融合領域（次世代AI分野）の
人材育成及び先端的研究開発を推進する事業です。



【既存】

①研究奨励金（上限35万円/年）
（博士後期課程への進学者全員が対象 ＊研究科毎に定める収入要件により、一部、支給対象外となる場合がある）

【新規】
②特別研究奨励⾦
＊学振特別研究員申請者

が対象
20万円/年

授
業
料
相
当
額

⽇本科学技術振興機構（JST)

「次世代AI人材育成プログラム」

⽀援対象者：12名／年
（全学年最⼤合計）

⽀給額：390万円/年
（内訳）
・300万円（研究専念費）
・90万（研究費）

⽇本科学技術振興機構（JST)
「次世代研究者

挑戦的研究プログラム」

「リゾーム型研究人材
育成による学際知ブルーミング」

⽀援対象者：87名／年
（全学年最⼤合計）

⽀給額：210〜万円/年
（内訳）
・210万円（研究専念費）
・〜20万（研究費）
・〜150万（海外留学）
・その他、論⽂、活動⽀援

【既存】
日本学術振興会（JSPS)

「学振特別研究員事業」（DC1、
DC2）

採択実績：約60名
（4学年合計）

（年間,約20名の採用実績）

支給額：240万円/年
＋研究費

（内訳）
・240万円（生活相当費）
・~100万円

（研究費（科研費）

博士後期課程 年間入学者数 約100名 （社会人、医学（臨床系）、獣医を除く）

3学年の博士後期課程在籍者のうち約300名（現行）が支援対象

新大学で、最大180名が新たに支援の対象となる

学振DC1、DC2と合わせて、在籍者の8割 約240名（現行）が支援対象

【既存】
大阪公立大学

「博士課程教育
リーディングプロ
グラム」

支援対象：40名
（4学年最大合計）

※補助元の予算状況に
より、一部内容変更の可
能性があります。

博士後期課程への支援プログラム



研究⼒⽀援プログラム

学⽣の責務
・⼤学院共通教育科⽬から⼀定数の取得
・研究⽬標に対する達成評価および進捗報告

「次世代研究者挑戦的研究プログラム」

リゾーム型研究人材育成プログラム

その他、
・⻑期インターンシップ
・海外留学
・国内外の副指導教員の設定 などなど



研究力・キャリパス支援（博士後期課程）

博⼠後期課程3年間における経済的⽀援はさらに充実

3年間の授業料と⽣活費の⼤半は⽀援が受けれる。

授業料・・・年間35万円（年間55万)×3年間＝105万円
⽣活費・・・年間約210万円×3年間＝630万円

合計 735万円（⽀給：返還不要）

⾃主研究費・・・年間20万× 3年間 = 60万円
その他（留学⽀援など）・・・ ＝150万

トータルで・・・945万円（⽀給：返還不要）



次世代研究
者挑戦的研

究P
学術振興会特
別研究員

リーディン
グプログラ

ム

次世代研究者挑
戦的研究P × 〇
学術振興会
特別研究員 × 〇
リーディング
プログラム 〇 〇

各種プログラムの併修について



選考時期

年に2回の選抜試験
春入学：夏(9月）、冬(1月）の

年2回選抜

＊両プログラムは併願可能
ただし採択はどちらか一方

＊詳細は決定次第、公表。

①科⽬履修選抜
該当年次（M1）に指定科⽬
を受講
⇒成績に応じて選抜（12⽉）

②試験選抜（M1対象）：1⽉

次世代研究者挑戦的研究プログラム
「リゾーム型研究者人材育成による学際知ブルーミング」

次世代AI人材育成プログラム

研究⼒⽀援プログラム

教育プログラム

博士課程教育リーディングプログラム

「システム発想型学際科学リーダー養成学位プログラム



博⼠課程教育リーディングプログラム（L)

B4
（L)科⽬履修

M1 M2 6⽉

DC1応募
D1 6⽉

DC2応募

８⽉ 2⽉

M1

2021年12⽉

M2
（L)試験選抜

6⽉

DC1応募

D18⽉ 2⽉ 6⽉

DC2応募

M2 D18⽉ 2⽉

（R)(AI)応募

6⽉

DC2応募

M1 D3M2 D2D1

（L)履修開始

2023年4⽉ 2024年4⽉ 2025年4⽉

⽇本学術振興会 特別研究事業（DC1）
⽇本学術振興会 特別研究事業（DC２）

次世代研究者挑戦的研究プログラム（R)
次世代AI⼈材育成プログラム（AI)

1⽉

選考におけるタイムチャート

（R)(AI)応募

（L)履修開始 （R)(AI)応募



その他個別相談、質問などは、下記で受け付けます。

⼤阪公⽴⼤学 ⾼度⼈材育成推進センター
（中百⾆⿃C A６棟 ３階 ３１２室）

E-mail︓gr-idec-sims@omu.ac.jp
TEL︓072-254-7567
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朝⽇新聞

博⼠求ム！ 企業の採⽤活発
有料会員記事
2019年1⽉14⽇ 5時00分
•シェア
•ツイートlist
•ブックマーク1

⼤学⽣の就職活動が「売り⼿市場」とい
われるなか、これまで厳しい状況が続い
てきた⼤学院博⼠課程の学⽣らをとりま
く就活事情にも変化が出てきている。学
⽣は早くから企業でのキャリアも視野に
⼊れて準備するようになり、企業側は博
⼠専⽤の採⽤枠を設けたり新卒採⽤枠で
応募できるようにしたりする例が増えて
きた。

博⼠課程後期修了⾒込みの⽅、ポストドクターの⽅へ

ソニーは⼤学院博⼠課程後期修了⾒込みの⽅、ポストドクターの⽅を
積極的に採⽤しています。
受付時期
随時 ※⼤学院博⼠課程で3⽉末修了予定の⽅は、前年度1⽉以降にご
応募ください。

※⼤学院博⼠課程で3⽉末以外に修了予定の⽅は、修了1年前に
ご応募ください。

応募⽅法
博⼠課程およびその後の研究活動でのご経験、磨かれた専⾨性を尊重
し、ご応募を受け付けます。
ご⾃⾝の専⾨性に合った職種を経験者採⽤の募集コースから確認いた
だき、通年でエントリーが可能です。
※業務により、ソニーグループ(株)もしくはソニーセミコンダクター
ソリューションズ(株)へのご⼊社の可能性がございます。





経団連会⻑
⼗倉雅和（住友化学㈱社⻑、会⻑）



「次世代研究者挑戦的研究プログラム」

リゾーム型研究人材育成プログラム

両総合⼤学がこれまでに培ってきた資源を有機的に結合する研究・教育体制を構
築し、都市課題の解決のみならず、未来社会の創造に資する広い視野をもつ⼈材
を育成し、社会に輩出することを⽬的とする。

複雑な都市課題の解決や新たな社会の創造に貢献できる⼈材育成として、本プロ
グラムでは、両⼤学が要するあらゆる研究科の後期課程に進学する資質と能⼒を
有し、⾃らが遂⾏してきた主たる専⾨知に加えて、異なる研究分野の専⾨知を積
極的に取り⼊れて未来社会の創造に貢献しようとする強い意志と研究ビジョンを
有する学⽣に対して、(1)専⾨知の有機的結合，(2)国際的な視野の獲得、(3)新た
な研究分野⼈材ネットワークの形成、(4)積極的な社会貢献、などに対する⽀援
を⾏う．

対象研究科：全研究科

研究⼒援プログラム


